
解

説

岡
崎
弘
樹

説

言
い
週
き
ず
、
言
わ
な
過

ぎ
ず
。
極
め
て
個
人
的
な
、

生
の
詳
細
を
わ
ず
か
な
紙
数

に
凝
結
し
つ
つ
、
さ
ら
り
と

「
政
治
性
」
を
陪
喰
す
る
。

イ
ブ
ラ
ヒ
|
ム
・
サ
ミ
ユ
エ
ル
の
短
編
小
説
の
魅
力
は
、

と
れ
に
尽
き
る
。

一
九
五
一
年
、
ダ
マ
ス
カ
ス
に
生
ま
れ
た
。

一
九
六
八
年
に
シ
リ
ア
の
サ
ウ
ラ
紙
で
最
初
の
短
編

「
新
し
い
洋
服
」
(
〉
ア
F
Z
σ
色
斗
邑

E
)
を
発
表
。
ダ
マ

ス
カ
ス
大
学
哲
学
・
心
理
学
部
に
入
学
し
た
後
、
当
時

独
裁
政
権
を
批
判
し
て
い
た
世
俗
的
な
青
年
運
動
組

織
「
共
産
党
行
動
派
」
に
入
っ
た
。

一
九
七
七
年
に
拘

束
さ
れ
、
八

O
年
ま
で
収
監
生
活
を
強
い
ら
れ
る
。

八
六
年
に
も
再
び
一
ヶ
月
間
勾
留
。
八
八
年
に
最
初

の
短
編
小
説
集

『重
い
足
取
り
の
香
り
』

(E噌古
虫
色
・

5
E
Z
ζ
一ム

2
2
3
を
ダ
マ
ス
カ
ス
の
ジ
ュ
ン
デ
イ
社

か
ら
発
表
。
九
O
年
に
は
第
二
作
目

『咳
払
い
』
(〉ア

E
Z白
百
円
)
、
九
四
年
に
第
三
作
目

『青
き
荒
野
』
(〉ア

二
O
O
二
年
に
第
四
作
目

『低
い
入

解

耳
目
イ
白
一
ゐ
N
S
A
)
、

り
口
の
家
』
(〉アヨ

gN-一
色

Eeアヨ
包
5
E
z--毛
主
・
)
の

短
編
小
説
集
、
ま
た
九
九
年
に
は
評
論
集

『紙
上
の
空

間
』
(
E
&〆
円
ヨ
5
5
3
2
)
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
ら
の

作
品
は
エ
ジ
プ
ト
で
も
再
版
さ
れ
た
他
、

『重
い
足
取

り
』
は
九
七
年
に
イ
タ
リ
ア
語
に
訳
さ
れ
、
『青
き
荒
野
』

も
二

O
一
二
年
に
仏
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、

一
部
の
作
品
。か
英
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
語

な
ど
に
も
訳
さ
れ
て
い
る
。

サ
ミ
ユ
エ
ル
は
一
九
九
三
年
か
ら
ク
ウ
ェ
ー
ト
の

『ラ
ア
イ
』
紙
、
二

O
一
三
年
以
降
に
は
ア
ル
ジ
ヤ
ジ

|
ラ
・
ネ
ッ
ト
の
文
芸
欄
で
定
期
的
に
コ
ラ
ム
を
書
き

続
け
て
い
る
。
ま
た
九
三
年
か
ら
ダ
マ
ス
カ
ス
在
住
の

外
国
人
の
た
め
の
ア
ラ
ビ
ア
語
教
師
と
し
て
も
活
躍

し
、
日
本
の
留
学
生
や
外
務
省
・
」
|
C
A
の
研
修
生

も
含
め
多
数
の
学
生
に
慕
わ
れ
て
き
た
。

今
回
訳
出
し
た
「
面
会
」
(
と
lN
H
Z
S
)

は
第
一
作

『重

い
足
取
り
』
の
巻
頭
作
品
で
、
八
六
年
五
月
に
初
め
て

発
表
さ
れ
た
。
ア
サ
ド
政
権
と
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
血

を
血
で
洗
う
内
乱
の
中
、
サ
ミ
ユ
エ
ル
の
よ
う
な
世
俗

的
な
作
家
も
過
酷
な
言
論
弾
圧
の
対
象
と
な
っ
た
。
サ

ミ
ユ
工
ル
は
、
反
体
制
派
政
党
に
関
わ
っ
て
い
た
時
代

に
文
才
を
買
わ
れ
政
治
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
文
章
を
書

か
さ
れ
て
い
た
が
、
や
は
り
自
分
の
目
指
す
も
の
と
は

違
っ
た
よ
う
だ
。

シ
リ
ア
人
評
論
家
マ
ン
ド
ウ
|
フ
・
ア
ド
ワ
|
ン
は

『重
い
足
取
り
』
に
巻
頭
の
辞
を
寄
せ
、
次
の
よ
う
に

評
し
て
い
る
。

「
こ
の
作
品
は
政
治
活
動
に
よ
っ
て
血
同
化
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
的
な
言
葉
が
何
一
つ
み
ら
れ
な

い
。
尋
問
や
拷
問
、
衰
弱
、
英
雄
な
ど
も
み
ら
れ
な
い

:
サ
ミ
ユ

エ
ル
が
短
編
小
説
で
取
り
組
ん
だ
の
は
、

極
め
て
個
人
的
な
、
生
の
詳
細
を
描
く
こ
と
だ
。
そ
こ

に
こ
そ
、
政
治
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
以
上
の
ヒ
ユ
|
マ
二

ズ
ム
が
あ
る
の
だ
」

サ
ミ
ユ
エ
ル
に
と
っ
て
収
監
と
い
う
政
治
的
経
験
の

意
味
を
深
く
教
え
た
の
は
、
逮
捕
や
拷
問
と
い
っ
た
恐

怖
の
経
験
だ
け
で
は
な
く
、
同
部
屋
の
仲
間
と
の
生
活

や
や
り
と
り
、
ま
た
面
会
と
い
っ
た
特
別
な
イ
ベ
ン
ト

に
ま
つ
わ
る
人
間
模
様
だ
。
実
際
、
サ
ミ
ユ
エ
ル
自
身

、が
収
監
さ
れ
た
際
に
、
妻
の
お
な
か
に
息
子
が
宿
っ
て

い
た
こ
と
か
か
ら
、
「
面
会
」
も
ほ
ぼ
実
体
験
を
題
材

一
般
性
を
高
め
た
作
品
と
言
え
る
。

と
し
な
が
ら
も
、

政
治
活
動
故
に
虜
囚
の
身
と
な
っ
た
父
親
は
、
ま
だ

見
ぬ
息
子
と
の
顔
合
わ
せ
に
恐
る
恐
る
出
向
く
。
一
方
、

息
子
は
監
獄
と
は
無
関
係
な
外
部
の
世
界
、
あ
る
い
は

子
供
の
世
界
に
生
き
、
父
親
は
単
な
る
話
に
聞
く
だ
け

の
存
在
で
し
か
な
い
。
「
違
う
の
」
と
い
う
幼
子
の
台

詞
は
、
刑
務
所
と
い
う
冷
た
く
重
い
空
聞
に
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
空
気
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
親
子
を
引
き

離
す
二
つ
の
世
界
の
断
絶
を
映
し
出
す
。
さ
ら
に
妻
は

萎
で
何
か
夫
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ

れ
が
家
庭
の
こ
と
、
あ
る
い
は
夫
婦
二
人
に
関
す
る
こ

と
、
も
し
く
は
党
関
係
者
に
託
さ
れ
た
何
ら
か
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
の
か
は
明
示
さ
れ
な
い
。
登
場
人
物
の

「す

面会/閣シリア213 



れ
違
い
」
を
描
き
つ
つ
、
ま
た
読
者
の
想
像
力
を
か
き

立
て
る
よ
う
な
展
開
は
、
作
者
の
得
意
の
す
る
と
こ
ろ

だ
。
そ
れ
は
、

「ト
イ
レ
」
(八
八
年
)
な
ど
監
獄
生
活

を
扱
っ
た
他
の
作
品
で
も
存
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

監
獄
文
学
と
い
う
枠
組
み
で
み
れ
ば
、「
面
会
」
が
、

ロ
シ
ア
の
巨
匠
ド
フ
ト
エ
ア
ス
キ
ー
の

『
死
の
家
の
記

憶
』
や
エ
ジ
プ
ト
人
作
家
ユ
|
セ
フ

・
イ
ド
リ
ー
ス
の

『黒
い
警
官
』
と
い
っ
た
作
品
と
同
じ
系
列
と
理
解
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
サ
ミ
ユ
エ
ル
自
身
、
実
際
と
の

二
人
の
先
人
か
ら
多
々
影
響
を
受
け
た
と
率
直
に
認
め

て
い
る
。
作
品
を
特
徴
付
け
る
の
は
、
内
部
に
生
き
た

か
ら
こ
そ
見
え
る
何
か
を
新
た
な
感
性
で
綴
る
こ
と
で

生
ま
れ
る

一
市
民
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

も
う

一つ
の

「
闇
」
(
由
一よ
吉
田)も
ま
た
、
こ
の
リ

ア
リ
ズ
ム
を
体
現
し
た
作
品
で
あ
る
。
当
作
品
は
九
O

年
に
執
筆
さ
れ
、

『膏
き
荒
野
』
の
巻
頭
作
品
と
し
て

収
め
ら
れ
た
。
映
画
館
で
起
こ

っ
た
停
電
に
よ
っ
て
得

体
の
知
れ
な
い
「
魔
神
」
が
表
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

決
し
て
映
画
館
の
中
に
留
ま
る
話
で
は
な
い
。
映
画
館

は
、
複
雑
な
歴
史
的
、
政
治
的
背
景
を
抱
え
抑
圧
を
内

面
化
し
過
度
に
付
加
が
か
か
っ
た
シ
リ
ア
社
会
の
縮
図

に
他
な
ら
な
い
。
し
ば
し
ば
「
蒸
気
口
の
な
い
圧
力
鍋
」

に
例
え
ら
れ
る
と
の
社
会
は
、
た
と
え
表
面
上
は
秩
序

が
保
た
れ
平
穏
に
見
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
根
底
で
爆

発
寸
前
の
何
か
が
う
ご
め
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
日
常

の
「
細
部
」
に
現
れ
る
社
会
の

「全
体
性
」
あ
る
い
は

「本
音
」
を
描
く
こ
と
は
、
彼
の
作
品
に
特
徴
的
だ
。

市
バ
ス
に
乗
り
合
う
乗
客
が
騒
ぎ
出
し
た
一
コ
マ
を
題

材
に
し
た

「人
々
、
そ
し
て
人
々
」

(九
O
年
)
な
ど
も
、

そ
の
例
だ
。

な
お

「闇」

は、

二
O
O六
年
に
シ
リ
ア
国
営
テ
レ

ビ
の

『
ス
ポ
ッ
ト

・
ラ
イ
卜
』
と
い
う
ド
ラ
マ
・

シ
リ

ー
ズ
で
「
映
画
館
の
出
来
事
」
と
い
う
題
名
で
シ
ョ
ー

ト

・
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
。
ド
ラ
マ
で
は
治
安
機
関
の
末

端
と
思
わ
し
き
男
が
舞
台
に
現
れ
、
客
の
一
人

一
人
を

出
入
り
口
に
並
ば
せ
て
政
府
批
判
を
行
っ
た
声
の
主
を

探
る
べ
く
、
自
分
に
「
馬
鹿
」
と
言
っ
て
み
ろ
と
詰
問

す
る
と
い
っ
た
コ
ミ
カ
ル
な
シ
ー
ン
も
付
け
加
え
ら
れ

た
。
そ
の
意
味
で
、
サ
ミ
ユ
エ
ル
の
作
品
は
若
手
の
映

像
作
家
に
も
影
響
を
与
え
る
中
、
二

0
0
0年
代
以
降

決
し
て
シ
リ
ア
の
教
養
層
に
留
ま
ら
ず
、
お
茶
の
間
の

空
間
で
も
一
部
楽
し
ま
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

他
の
多
く
の
短
編
小
説
作
家
は
詩
や
長
編
な
ど
も
手

が
け
る
が
、
サ
ミ
ユ
工
ル
は
あ
く
ま
で
短
編
に
特
化
す

る
。
本
人
に
よ
れ
ば
、

「長
々
と
し
た
説
明
よ
り
も
、

一
瞬
見
せ
る
表
情
や
仕
草
、
一

言、

い
や
言
葉
に
な
っ

て
い
な
い
言
葉
に
、
本
質
的
な
意
味
、
そ
し
て
物
語
の

全
て
が
語
ら
れ
て
い
る
と
と
も
多
い
」
と
の
こ
と
。
最

も
無
垢
な
存
在
で
あ
る
子
供
や
、
映
画
館
や
市
バ
ス
と

い
っ
た
日
常
の
空
聞
に
発
露
す
る
シ
リ
ア
社
会
の
深
い

矛
盾
を
、
ま
る
で
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
写
真
や
映
像
を
見

て
い
る
よ
う
な
描
写
を
交
え
て
、
僅
か
六
頁
あ
ま
り
の

紙
幅
に
簡
潔
か
つ
鋭
利
に
綴
っ
て
い
く
。
こ
の
ミ
一
一
マ

リ
ズ
ム
の
中
に
大
き
な
社
会
関
係
や
政
治
性
が
慎
ま
し

く
見
え
隠
れ
す
る
筆
致
こ
そ
、
多
く
の
読
者
を
惹
き
つ

け
て
い
る
理
由
だ
ろ
う
。
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